
地域組織紹介

　
平
成
20
年
２
月
、高
畠
「
小
さ
な
親
切
」
の
会
は
山
形
県
下
７
番
目
の
支
部
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
心
を
育
む
活
動
に
力
を
注
ぎ
、「
小
さ
な
親
切
」
実
行
章
の
推
薦
と
贈
呈
を
は

じ
め
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
、
あ
い
さ
つ
運
動
、
車
い
す
寄
贈
な
ど
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　
高
畠
町
は
、
奥
羽
山
脈
の
山
並
み
深
く
源
流
を
も
つ
屋
代
川
、
和
田
川
の
扇
状
地
に
開
け
た
実
り

豊
か
な
美
し
い
町
で
、「
ま※１
ほ
ろ
ば
の
里
」
と
し
て
、
ま
た
、
日
本
の
ア
ン
デ
ル
セ
ン
と
も
呼
ば
れ
る
童
話

作
家
浜※２
田
広
介
の
生
誕
の
地
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

祝
20
周
年 

ま
ほ
ろ
ば
の
里「
高
畠
」が
現
代
に
紡
ぐ
心

　

去
る
２
月
15
日（
土
）、
高
畠
「
小
さ
な
親
切
」
の
会

（
山
形
県
高
畠
町
）
の
設
立
20
周
年
記
念
式
典
に
出
席

す
る
た
め
、
東
京
か
ら
新
幹
線
つ
ば
さ
に
乗
車
。
2
時

間
あ
ま
り
で
降
り
立
っ
た
高
畠
駅
に
は
、
暖
冬
と
い
う

こ
と
で
雪
は
な
く
、
冬
と
は
思
え
な
い
あ
た
た
か
な
日

差
し
が
降
り
注
い
で
い
ま
し
た
。

　

記
念
式
典
の
会
場
は
、
よ
ね
お
り
か
ん
こ
う
セ
ン

タ
ー
。
会
場
は
、
表
彰
を
受
け
る
実
行
章
受
章
者
・
作

文
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
を
は
じ
め
保
護
者
の
皆
さ
ん
、

来
賓
（
山
形
県
本
部
・
米
沢
の
会
・
長
井
の
会
、
小
中

高
等
学
校
の
校
長
先
生
な
ど
）、
役
員
で
埋
め
尽
く
さ

れ
ま
し
た
。

　

高
畠
町
長
・
寒さ

が

え
河
江
信ま

こ
とさ
ん
な
ど
の
来
賓
祝
辞
の
後
、

「
伝
え
た
い
、
日
本
の
心
」
と
題
し
て
、
人
と
人
を
つ
な

ぐ
親
切
の
大
切
さ
に
つ
い
て
講
演
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
表
彰
式
を
前
に
緊
張
し
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
１
時
間
の
講
演
の
間
、
誰
一
人
私
語
を
し
た
り
、

飽
き
て
体
を
揺
ら
す
子
ど
も
が
い
な
い
こ
と
に
驚
か
さ

れ
ま
し
た
。

　

休
憩
を
は
さ
み
、
表
彰
式
で
す
。「
小
さ
な
親
切
」

実
行
章
受
章
者
、
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
が
一
人
ひ

と
り
檀
上
に
登
壇
し
、
島
津
仁
道
代
表
よ
り
賞
状
を
受

け
取
り
ま
す
。
こ
こ
で
も
、
子
ど
も
た
ち
は
み
な
立
派

で
、
晴
れ
の
表
彰
式
に
ふ
さ
わ
し
い
す
が
す
が
し
い
姿

に
感
心
。
最
後
に
、
３
名
が
優
秀
作
文
を
朗
読
し
、
記

念
式
典
が
和
や
か
に
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
に
は
、
別
室
で
祝
賀
会
。
高
畠
の
運
動

発
足
時
に
は
事
務
局
長
を
さ
れ
、
そ
の
後
会
長
を
務
め

ら
れ
た
太
田
邦
夫
さ
ん
と
初
め
て
お
目
に
か
か
り
、
高

畠
の
運
動
の
歴
史
を
お
聞
き
す
る
な
ど
、
楽
し
い
ひ
と

時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

高
畠
町
町
民
憲
章
の
二
つ
目
の
誓
い
で
あ
る
「
温
か

い
心
を
育
て
、
生
き
が
い
の
あ
る
町
づ
く
り
」
と
、
浜

田
広
介
の
童
話
の
根
底
に
流
れ
る
あ
た
た
か
な
心
が
、

20
年
の
歳
月
を
経
て
大
き
く
花
開
い
た
こ
と
を
実
感
し

た
20
周
年
記
念
式
典
と
な
り
ま
し
た
。

（ 

報
告
・
山
橋
由
貴
子
）

一人ずつ賞状をうけとり、
最期は全員で記念撮影
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活 動レポ ート

「伝えよう、日本の心プロジェクト」

あいさつの習慣づけやおもてなしの心を伝えるため、
推進している「みんなつながろトモダチ作戦」（あいさつ運動支援活動）。

全国各地より、続 と々活動報告が届きました。

　ハイタッチをしながら、元
気にあいさつ運動を続けた
同校は、自ら進んであいさ
つをする児童が増え、学校
の雰囲気が明るくなりました。
さらに、あいさつを返す際、
校長先生に「いつもありがとうございます」などの一言を付け
加える児童が続出。
　あいさつをすることの気持ち良さを一人ひとりが感じ、人
の表情や様子の変化に気づくことができるようになったので
しょう。友達に対しても、思いやりのある行動や優しい言葉
をかけることができる児童が増えるなど、嬉しい効果が次々
と生まれ、コミュニケーションの輪が広がりました。

　地域ぐるみで親切運動を
推進する埼玉県与野支部
では、地域すべての小中
学校があいさつ運動に取り
組んでくれました。上落合
小学校では、「 世界のあい

さつweek」と題して、毎週様々な国の言葉であいさつ運動
を実施。日本語以外のあいさつをすることで、運動に新鮮
味が加わり、あいさつを積極的にする児童が増えました。
　与野南小学校では、ハイタッチであいさつ運動を盛り上
げたほか、あいさつが良い児童をお昼の放送で発表。いろ
いろな人に楽しくあいさつができるよう、ビンゴカードを作成
するなど工夫を凝らし、
活動が活性化しただけ
でなく、学年をこえ仲良
くなることができました。

　ITやコンピューターに関す
る専門的な知識を教える同
校。人前で話すことの苦手
な学生に、元気なあいさつ
やコミュニケーション力を身
につけてもらいたいと、就職
活動の一環としてあいさつ運動を実施しました。
　最初は、小さな声しか出せなかった生徒たちですが、活
動を重ねるにつれ、徐々に明るいあいさつと、はっきりした
声での会話ができるようになりました。
　また、大勢を前にしたプレゼンテーションにおいても、堂々
とした立ち振る舞いができるようになるなど、この先の社会
人生活に向けて、第一歩を踏み出すことができました。

　同校では、校外での
あいさつを推進するため
に、地域住民や保護者
にも参加を呼びかけ小
中合同あいさつ運動を
実施。まずは、あいさつ

の目標を３段階（「 明るい笑顔で」「 元気な声で」「 堂 と々」）
に設定し、自分のあいさつはどのくらいのレベルなのかを知っ
てもらい、そこからレベルアップすることを目指しました。
　生徒たちは、地域の大人たちと会議や研修会を重ねるな
ど、主体的に取り組み、「 3

スリー
step あいさつで♥

ハート
をつなぐ」

のキャッチフレーズで活動を盛り上げました。
　今後も地域のリーダーとして、あいさつ運動を牽引してく
れることでしょう。

あ い さ つ に プ ラ ス ワ ン
［新潟県　新発田市立東小学校］

豊かなアイデアで活動に新鮮味
［埼玉県　さいたま市立上落合小学校／与野南小学校］

就 職 活 動 に も 一 役
［茨城県　水戸電子専門学校］

3
スリー

step あいさつで♥
ハート

をつなぐ
［山口県　山口市立平川中学校］

みんなつながろトモダチ作戦

※１ まほろば
素晴らしい場所、住みやすい場所を意味し、
美しい日本の国土とそこに住む人 を々たたえた
古語。古事記（712年）の中に、日本武尊（や
まとたけるのみこと・日本の皇族）が詠んだ和
歌にある。

『倭
やまと

は　国の真
ま

秀
ほろ

ば　畳
たた

なづく　青
あお

垣
がき

　山
やま

隠
ごも

れる

　倭
やまと

し　麗
うるわ

し』
大和（現在の奈良県）は日本の中で最も素晴
らしいところだ。青く重なりあうように連なった
山々に囲まれた大和は美しい。

※2 浜田広
ひろ
介
すけ

高畠町出身。童話作家で、日本のアンデル
センとも呼ばれる。日本の児童文学の先駆け
的存在で、作家人生50余年で、約1,000
編もの童話や童謡を世に送り出す。代表作は

「泣いた赤おに」「りゅうの目のなみだ」など。

高畠「小さな親切」の会
代　　表　島津仁道（金寿院住職）
事務局長　青木敏雄（元学校長）
事 務 局　高畠町郷土資料館内※運動本部では、のぼり・たすき・ポスターを

配布しています。詳しくは６頁をご覧ください


